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スコットランドのネーション・ブランディング
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一　

は
じ
め
に

　

人
び
と
は
観
光
・
就
学
・
就
労
・
移
住
・
投
資
先
を
ど
の
よ
う
に
決
定
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
の
流
れ

の
増
大
や
加
速
化
が
進
展
す
る
に
と
も
な
い
、
そ
の
流
れ
を
自
国
に
呼
び
込
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

総
称
さ
れ
る
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
の
取
組
み
が
広
く
観
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
の
論
考
対
象
地
域
で
あ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
、
二
〇
一
八
年
に
政
府
と
協
同
機
関
が
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
今
だ
」

（Scotland is N
ow

）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
立
ち
上
げ
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
本
格
化
さ
せ
て
い
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
同

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
設
立
背
景
・
目
的
や
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
に
よ
る
政
策
群
に
ど
の
よ
う
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
か
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。

　
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
今
だ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
以
下
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
に
関
す
る
研
究
は
か
な
り
限
定
的
で
あ
る
が
、
二
〇
〇

〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
増
加
し
て
い
る
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
経
済
的
国
際
競
争
力

の
向
上
と
い
っ
た
目
的
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
依
拠
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
展
開
と
い
っ
た
特
徴
を
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
共
有
し
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
、
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
大
き
な
特
徴
は
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
を
対
象
者
に
据
え
、「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
を
介
し
て
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
へ
の
旅
行
者
・
投
資
・
輸
出
等
の
拡
大
を
企
図
し
て
い
る
点
に
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
や
首
席
大
臣
ニ
コ

ラ
・
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
が
立
ち
上
げ
た
持
続
可
能
な
経
済
成
長
の
た
め
の
委
員
会
（the Sustainable G

row
th Com

m
ission

）
が
近
年
発
表
し

て
い
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
を
見
据
え
た
経
済
成
長
戦
略
を
提
示
し
た
政
策
文（
1
）書に
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
着
目
す
べ
き
点
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

以
下
で
は
、
ま
ず
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
一
般
と
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
関
す
る
先
行
研
究
を
検
討
し
た
う
え
で
、
本
稿



スコットランドのネーション・ブランディング

3

の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
る
。
つ
づ
く
第
三
節
で
は
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
設
立
背
景
・
目
的
・
特
徴
を
論
じ
、
そ
の
あ
と
の
第
四
節
で

は
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
立
ち
上
げ
目
的
を
よ
り
深
く
探
る
た
め
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
指
標
の
特
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ

し
て
、
第
五
節
で
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
政
府
に
よ
る
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
の
定
義
や
こ
れ
ま
で
の
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
へ
の
取
組

み
を
述
べ
た
う
え
で
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
け
る
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

以
上
の
行
論
に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
経
済
的
な
国
際
競
争
力
の
向
上
と
い
う
目
的
の
ほ
か
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立

を
正
当
化
す
る
た
め
の
「
経
済
的
自
立
」
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」

が
重
要
な
主
体
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
独
自
性
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
二
〇
〇
七
年
以
降
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
政
府
に
よ
る
文
書
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
情
報
の
自
由
法
（the 

Freedom
 of Inform

ation 

（Scotland
） Act 2002

）
に
も
と
づ
い
て
開
示
さ
れ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
構
想
段
階
に
作
成
さ
れ
た
文
書
、
そ
し
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
主
た
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
るScotland.org

を
分
析
資
料
と
し
て
用
い
る
。

二　

先
行
研
究
の
検
討
と
本
稿
の
意
義

　

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
歴
史
は
浅
く
、
ナ
デ
ィ
ア
・
カ
ニ
ー
ヴ
ァ
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
イ
ギ
リ
ス
の
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
サ
イ
モ
ン
・
ア
ン
ホ
ル
ト
が
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
語
を
案
出
し
て
以
降
、
各
国
で
実
践
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ（
2
）た。

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
初
期
の
研
究
は
、
ア
ン
ホ
ル
ト
を
は
じ
め
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ

る
も
の
が
多
く
を
占
め
て
い（
3
）る。
ア
ン
ホ
ル
ト
は
二
〇
〇
四
年
に
学
術
誌Place Branding and Public D

iplom
acy

を
創
設
し
て
お
り
、

そ
れ
は
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
有
効
性
と
実
践
方
法
を
論
じ
る
知
識
生
産
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
対
す
る
批
判
的
な
研
究
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
二
〇
一
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ（
4
）る。
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カ
ニ
ー
ヴ
ァ
は
一
八
六
の
関
連
文
献
を
検
討
し
、
意
味
と
射
程
が
論
争
的
で
あ
る
こ
と
を
前
置
き
し
た
う
え
で
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
考
え
方
・
も
の
の
見
方
を
通
じ
て
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
る
も
の
（nationhood

）
の

再
構
成
を
試
み
る
言
説
や
実
践
の
あ
ら
ま
し
」
と
定
義
し
て
い（
5
）る。
そ
の
目
的
は
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
海
外
投
資
・
輸
出
に
お
い
て
競
争
力
を

向
上
す
る
た
め
に
他
国
か
ら
差
異
化
さ
れ
た
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ（
6
）る。

　

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
特
徴
の
一
つ
は
、
製
品
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
に
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
る

と
い
う
よ
り
も
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
自
体
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
で
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
流
れ
を
引
き
込
む
こ
と
を
目
的
と
す
る
点
に
求
め

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ボ
リ
ン
ら
に
よ
れ
ば
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
「
想
像
の
商
品
」（im

agined com
m
odity

）
と
し
て

の
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
構
築
と
理
解
さ
れ
、「
想
像
の
共
同
体
」（im

agined com
m
unity

）
を
構
築
す
る
ネ
ー
シ
ョ
ン
形
成
と
は
区
別
さ
れ（
7
）る。

ま
た
、
そ
の
「
対
象
者
」（target audience

）
が
共
同
体
内
の
人
び
と
で
は
な
く
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
外
の
人
び
と
に
置
か
れ
る
点
も
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
。
メ
リ
ッ
サ
・
ア
ロ
ン
ジ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
可
能
に
し
た
条
件
の
一
つ
は
「
メ
デ
ィ
ア

化
」（m

ediatization

）
に
あ（
8
）り、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
展
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
の
広
が
り
に
依
拠
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
。

　

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
文
献
が
年
々
増
加
し
、
今
述
べ
た
よ
う
な
目
的
・
特
徴
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、

立
ち
上
げ
か
ら
間
も
な
い
こ
と
も
あ
り
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
関
す
る
先
行
研
究
は
ま
だ
ま
だ
限
定
的
で
あ
る
。Routledge

出
版
の

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
デ
ィ
ン
グ
を
対
象
と
し
た
シ
リ
ー
ズ
第
一
作
で
あ
る
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン（
9
）グ』

所
収
の
イ
ギ
リ
ス
を
あ
つ
か
う
章
で
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
一
つ
の
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
で
も
「
し
か
る
べ
き
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
な
り
う
る
最
大
の
潜
在
性
が
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
以
上
の
検

討
は
な
さ
れ
て
い
な
）
10
（
い
。

　

そ
も
そ
も
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
文
献
の
稀
少
な
翻
訳
で
あ
る
キ
ー
ス
・
デ
ィ
ニ
ー
に
よ
るN

ation 

Branding: Concepts, Issues, Practice

の
邦
題
が
『
国
家
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
』
で
あ
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
）
11
（

に
、
ネ
ー
シ
ョ
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ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
文
献
は
「
国
家
」
の
実
践
を
論
じ
て
い
る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
と
い
え
、「
歴
史
や
文
化
、
と
き
に
自

ら
の
国
家
を
形
成
す
る
政
治
的
意
志
を
共
有
す
る
と
さ
れ
る
集
団
」
と
し
て
の
「
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
研
究
対
象

と
さ
れ
る
こ
と
は
多
く
な
い
。

　

第
三
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
上
述
し
た
よ
う
な
先
行
研
究
で
確
認
さ
れ
る
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
目
的
・
性
格
を
Ｓ
Ｉ
Ｎ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
共
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
う
え
で
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
注
目
す
べ
き
特
徴
は
、「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
を
重

要
な
対
象
者
に
位
置
づ
け
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
出
移
民
の
歴
史
を
有
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
他
地
域
を
含
め
て
諸

外
国
に
数
多
の
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
が
存
在
す
る
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
は
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
に
向
け
た
政

策
を
以
前
か
ら
展
開
し
て
き
た
。
近
年
の
政
府
文
書
や
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
構
想
段
階
の
文
書
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、

「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
に
対
す
る
取
組
み
が
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ぺ
ー
に
組
み
込
ま
れ
、「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
は
潜
在
的
な
旅
行
者
・
留
学
生
・
投

資
者
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
な
る
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
の
構
成
に
よ
る
人
材
や
投
資
の
拡
大
を
担
う
主
体
と
し
て
も
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
論
考
で
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
政
策
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
が
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
に
対

す
る
取
組
み
自
体
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
研
究
で
著
名
な
ア
ラ
ン
・
ガ
ム
レ
ン
ら
の
研
究

に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
四
年
時
点
で
国
連
加
盟
国
の
四
割
ほ
ど
は
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
関
連
の
行
政
機
関
を
設
け
て
い
）
12
（
る
。
ま
た
近
年
で
は
、

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
を
通
じ
た
／
に
よ
る
外
交
と
い
う
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
」
も
研
究
者
の
関
心
を
集
め
て
い
る
。
デ
ィ
ア

ス
ポ
ラ
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
研
究
で
参
照
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
ホ
ー
ら
の
論
考
で
は
、
国
家
だ
け
で
な
く
国
家
よ
り
上
位
・
下
位
の
政
治

的
主
体
に
よ
る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
多
次
元
的
実
践
を
研
究
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
て
い
）
13
（
る
。
し
か
し
、
二

〇
二
二
年
にRoutledge

社
か
ら
出
版
さ
れ
た
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
目
を
通
す
と
分
か
る
よ
う
に
、

下
位
国
家
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
へ
の
取
組
み
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
）
14
（
い
。
本
稿
で
論
じ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
に
よ
る
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デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
へ
の
取
組
み
を
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
い
う
対
外
市
民
を
介
し
た
価
値
の
普
及
や
政
治
的
目
的
の
実
現
」
と
捉
え
る
こ
と
に

は
議
論
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
同
様
、
下
位
国
家
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
デ
ィ
ア
ス
ポ

ラ
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
関
す
る
研
究
は
稀
少
で
あ
り
、
本
稿
は
そ
う
し
た
稀
少
性
を
埋
め
る
事
例
研
究
に
な
る
と
考
え
る
。
た
だ
し
、

本
稿
は
単
一
事
例
研
究
で
あ
り
、
そ
の
知
見
が
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
研
究
理
論
に
貢

献
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
、
下
位
国
家
ネ
ー
シ
ョ
ン
間
の
比
較
研
究
が
要
請
さ
れ
る
。
そ
れ
は
本
稿
の
最
後
に
述
べ
る
よ
う
に
今
後
の
課

題
と
な
る
。

　

も
う
一
点
、
こ
れ
ま
で
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
研
究
で
は
サ
イ
モ
ン
・
ア
ン
ホ
ル
ト
が
作
成
を
主
導
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ブ
ラ
ン
ド
指
標
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
同
指
標
の
特
性
を
分
析
す
る
こ
と
は
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
、

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
グ
が
広
く
実
践
さ
れ
る
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
作
業
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
第

四
節
で
は
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
立
ち
上
げ
の
要
因
を
探
る
過
程
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
指
標
の
特
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

三　
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
今
だ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
立
背
景
と
概
要

　

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
を
党
是
に
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
（
以
下
Ｓ
Ｎ
Ｐ
）
は
、
二
〇
〇
七
年
に
少
数
与
党
政
権
を
築
い
て
か

ら
、
数
年
ご
と
に
経
済
戦
略
を
発
表
し
て
き
た
。
図
１
は
二
〇
一
五
年
の
文
書
に
掲
げ
ら
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
に
よ
る
経
済
戦
略

の
枠
組
み
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
は
持
続
可
能
な
経
済
成
長
を
第
一
の
目
的
に
据
え
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
不
平
等
へ
の
取
組

み
と
競
争
力
の
確
保
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。
国
際
化
が
両
立
の
手
段
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
国
際
化
の
構
成
要
素
に
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ブ
ラ
ン
ド
の
促
進
が
含
ま
れ
て
い
）
15
（

る
。
二
〇
一
七
年
に
発
表
さ
れ
た
国
際
化
の
説
明
に
特
化
し
た
文
書
『
国
際
化
の
枠

組
み
』
に
お
い
て
も
、
訪
問
者
・
投
資
・
輸
出
拡
大
を
目
的
と
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ブ
ラ
ン
ド
構
築
の
必
要
性
が
謳
わ
れ
て
い
）
16
（
る
。
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こ
う
し
た
一
連
の
政
策
案
が
結
実
し
た
の
が
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
り
、
二
〇
一
八
年
以
降
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
各
種
政
策

文
書
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
際
開
発
庁
・
開
発
公
社
（Scottish International 

D
evelopm

ent/Scottish Enterprise

）、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
観
光
局 

（V
isitScotland

）、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
大
学
連
合 

（U
niversities Scotland

）
の
協
同
に
よ
っ
て
六
〇
〇

万
ポ
ン
ド
の
費
用
を
か
け
て
構
想
さ
れ
、
二
〇
一
八
年
四
月
か
ら
実
践
に
移
さ
れ

た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
指
針
を
み
る
と
、
立
ち
上
げ
の
理
由
が
以
下
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

国
際
化
と
つ
な
が
り
の
増
す
世
界
に
お
い
て
、
人
材
・
留
学
生
・
観
光
客
・
貿
易
・
投

資
家
獲
得
を
め
ぐ
る
世
界
的
競
争
の
機
先
を
制
す
る
に
は
評
価
が
も
の
を
い
う
。
わ
れ

わ
れ
の
競
争
相
手
が
能
力
を
高
め
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
評
判
の
構
築
に
多
く
を
投

資
し
て
い
る
な
か
で
明
ら
か
な
の
は
、
国
際
的
ア
ピ
ー
ル
・
成
功
を
維
持
・
成
長
さ
せ

る
た
め
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
）
17
（

す
。

　

こ
こ
に
読
み
取
れ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
立
ち
上
げ
の
理
由
は
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
実
践
の
「
教
祖
」
で
あ
る
サ
イ
モ
ン
・
ア
ン
ホ
ル
ト
に
よ
る
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
必
要
性
に
対
す
る
主
張
と
呼
応
し
て
い
る
。
ア
ン

ホ
ル
ト
は
二
〇
〇
七
年
の
著
書
『
競
争
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
で
以
下
の
よ
う

目的

競争力

投資 革新 包摂的成長 国際化

不平等への取組み競争力と不平等への
取組みは相補的

図１　スコットランド経済戦略の枠組み

出典：  Scottish Government, 2015, Scotland’s Economic Strategy, Edinburgh: 
Scottish Government, p. 35, Figure 2.1
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な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
急
速
な
進
展
は
、
す
べ
て
の
国
、
都
市
、
地
域
が
世
界
の
消
費
者
、
旅
行
者
、
投
資
家
、
学
生
、
起
業
家
、
国
際
的
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
イ
ベ
ン
ト
の
分
け
前
を
め
ぐ
っ
て
、
ま
た
国
際
的
メ
デ
ィ
ア
、
他
国
政
府
、
他
国
の
人
び
と
の
注
目
と
リ
ス
ペ
ク
ト
の
た
め
に
競
い
合
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
）
18
（
る
。

　

観
光
客
・
人
材
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
投
資
を
め
ぐ
る
国
際
競
争
の
機
先
を
制
す
る
た
め
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
特
徴

は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
と
関
連
機
関
の
協
同
に
よ
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
観
光
・
就
学
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
投
資
に
関
す
る

情
報
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
公
式
の
玄
関
口
（gatew

ay

）
と
冠
さ
れ
る
サ
イ
トScotland.org

へ
一
元
化
し
た

こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
世
界
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
地
位
を
転
換
さ
せ
る
と
い
う
長
期
的
な
目
標
の
た
め
にScotland.org

と
い
う
単
一
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
て
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
に
は
た
ら
き
か
け
）
19
（
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、「
生
活
」「
学
び
」

「
仕
事
」
と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ナ
ビ
を
た
ど
る
と
各
々
が
必
要
な
情
報
へ
と
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。「
生

活
」「
学
び
」「
仕
事
」
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ジ
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
生
活
・
就
学
・
就
業
経
験
者
の
「
成
功
物
語
」
が
動
画
と

と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
サ
イ
ト
の
特
徴
と
い
え
る
。

　

Scotland.org

に
は
色
調
や
構
図
が
統
一
さ
れ
た
動
画
や
写
真
な
ど
の
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
個
人
・
団
体
が
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
う
際
に
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
を
使
用
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

#ScotlandIsN
ow

と
と
も
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
関
連
の
写
真
・
動
画
を
共
有
す
る
こ
と
も
奨
励
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

Scotland.org

は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
興
味
・
関
心
を
も
つ
人
び
と
へ
の
情
報
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
関
心
を
ひ

く
・
興
味
を
生
む
こ
と
も
視
野
に
入
れ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
っ
て
い
）
20
（

る
。
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こ
う
し
たScotland.org

の
二
面
性
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
首
席
大
臣
の
ニ
コ
ラ
・
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
が
述
べ
る
よ

う
に
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
狙
い
を
反
映
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
は
「
人
び
と
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
将
来
の
一
部
と
な
る
こ
と
を
感
化
す
る
と
と
も
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
人
び
と
、
こ
れ
ま
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
生
活
・
就
業
・
就
学
・
訪
問
・
投
資
し
て

き
た
人
び
と
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
っ
て
い
く
」
よ
う
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
意
味
す
）
21
（

る
。

　

本
論
か
ら
は
逸
れ
る
が
、Scotland.org

を
開
く
と
真
っ
先
に
目
に
入
る
の
が
、
図
２
の
よ
う
な
マ
ー
ク

（m
arque

）
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
二
〇
二
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
時
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
け

る
「
観
光
、
移
住
、
投
資
の
促
進
に
向
け
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ブ
ラ
ン
ド
・
マ
ー
ク
（m

arque

）
の
作
成
に
着
手

す
）
22
（

る
」
と
い
う
提
言
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た
。
マ
ー
ク
の
左
部
分
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
同
義
で
あ
る
と
さ
れ
る
キ

ル
ト
と
薊
の
花
を
模
っ
て
い
て
、
書
体
は
ケ
ル
ト
文
字
と
グ
ラ
ス
ゴ
ー
出
身
で
世
界
的
に
著
名
な
建
築
家
・
デ
ザ
イ

ナ
ー
・
画
家
で
あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
レ
ニ
ー
・
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
の
デ
ザ
イ
ン
に
由
来
す
る
と
い
）
23
（

う
。

四　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
指
標
の
特
性
と
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
今
だ
」

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
立
ち
上
げ

　

前
節
で
は
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
立
ち
上
げ
背
景
、
目
的
、
特
徴
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
そ
こ
で
は
カ
ネ
や
ヒ
ト
の
招
致
を
め
ぐ
る
他

国
と
の
競
争
と
い
う
認
識
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
始
動
の
背
景
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
本
節
で
は
他
国
と
の
競
争
を
認
識
さ
せ
る
「
装

置
」
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
指
標
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
は
政
策
評
価
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
継
続
し
て
図
３
の
よ
う
に
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
よ
っ
て
示

図２　ブランド・マーク

出典 : https://www.scotland.org/more-info/about-us
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さ
れ
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fK Roper

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
指
標
を
用
い

て
き
た
。
指
標
名
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
指
標
の
作
成
に
は
サ

イ
モ
ン
・
ア
ン
ホ
ル
ト
が
携
わ
っ
て
い
る
。

　

指
標
は
、「
文
化
」「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」「
移
住

（im
m
igration

）
と
投
資
」「
輸
出
」「
人
び
と
（people

）」
に
区
分
さ

れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
文
化
」
は
遺
産
・
現
在
の
文
化
に
対
す
る
評
価
、

ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
の
卓
越
性
、「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
訪
問
へ
の
興
味
、

自
然
の
美
し
さ
、
歴
史
的
環
境
、
都
市
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、「
ガ
バ
ナ

ン
ス
」
は
政
府
の
能
力
と
公
平
性
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
へ
の
取
組

み
へ
の
評
価
、「
移
住
と
投
資
」
は
生
活
・
投
資
・
勉
学
の
場
・
投
資

先
と
し
て
の
魅
力
と
経
済
・
社
会
的
状
況
に
対
す
る
認
識
、「
輸
出
」

は
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
イ
メ
ー
ジ
、
科
学
技
術
へ
の
貢
献
度
、「
人

び
と
」
は
雇
用
適
性
、
オ
ー
プ
ン
性
、
寛
容
性
や
人
間
性
へ
の
評
価

か
ら
成
）
24
（
る
。
評
価
づ
け
は
二
〇
か
国
に
お
け
る
一
八
歳
以
上
の
二
万

人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
も
と
づ
い
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
評
価
対
象
と
な
る
の
は
五
〇
か
国
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
と
台
湾
が
国
家
で
は
な
く
下
位
国
家
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
）
25
（

る
。

　

以
下
論
じ
て
い
く
よ
う
に
、
ウ
ェ
ン
デ
ィ
・
ラ
ー
ナ
ー
ら
に
よ
れ
ば
、
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
は
多
様
な
特
性
を
も
つ
。
そ
う
し
た
特
性

が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
含
め
各
国
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
実
践
を
導
く
ひ
と
つ
の
要
因
だ
と
考
え
る
。

　

ま
ず
、
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
は
「
計
算
不
能
な
も
の
を
計
算
可
能
に
す
る
」
と
い
う
特
性
を
も
）
26
（
つ
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
指
標
が

文化

移住と投資

ガバナンス輸出

ツーリズム人びと

図３　ナショナル・ブランド指標

出典：  Fogarty, Helen, 2010, The Anholt GFK-Roper Nation Brands 
Index: Summery Report for Scotland 2010, Edinburgh: 
Scottish Government, p. 14. Figure 4
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設
け
た
区
分
と
そ
れ
に
対
す
る
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
政
府
は
六
つ
の
評
価
区
分
に
対
す
る
評
価
を
把
握
し
特
定
の
領
域
に
は
た
ら
き

か
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
は
他
者
が
見
る
よ
う
に
自
分
自
身
を
見
る
、
つ
ま
り
他
者
か
ら
の
ま
な
ざ
し

を
内
面
化
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
い
う
性
格
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
点
、
政
府
文
書
で
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
指
標
が

「
他
者
が
ど
の
よ
う
に
私
た
ち
を
見
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
自
分
た
ち
を
見
る
の
か
」
を
理
解
す
る
こ
と
の
一
助

に
な
る
と
記
さ
れ
て
い
）
27
（

る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
立
ち
上
げ
の
背
景
に
は
、
人
材
や
投
資
を
め
ぐ
る
国
家
間

競
争
の
趨
勢
が
「
評
価
」
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
指
標
を
用
い
る

理
由
の
ひ
と
つ
は
、
他
国
の
人
び
と
か
ら
の
評
価
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

そ
れ
で
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
い
か
な
る
評
価
を
受
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
〇
一
〇
年
の
指
標
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
「
文

化
」
＝
一
八
位
、「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
＝
一
二
位
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
＝
一
四
位
、「
移
住
（im

m
igration

）
と
投
資
」
＝
一
六
位
、「
輸
出
」

＝
二
三
位
、「
人
び
と
」
＝
一
五
位
と
順
位
づ
け
ら
れ
て
い
）
28
（
る
。
六
つ
の
区
分
で
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
評
価
が
も
っ
と
も
高
く
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
政
府
も
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
「
強
み
」
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
回
答
者

の
あ
い
だ
で
高
評
価
を
得
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
）
29
（
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ア
メ
リ
カ
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
「
デ
ィ
ア

ス
ポ
ラ
」
が
多
く
居
住
す
る
と
さ
れ
、
そ
う
し
た
地
域
で
の
高
評
価
と
い
う
調
査
結
果
が
、
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
政
府
が
「
デ
ィ
ア
ス

ポ
ラ
」
へ
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

続
い
て
、
ラ
ー
ナ
ー
ら
は
計
算
不
能
な
も
の
を
計
算
可
能
に
す
る
と
い
う
特
性
に
加
え
て
、
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
に
比
較
や
序
列
化
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
の
性
格
を
見
出
し
て
い
）
30
（

る
。
さ
ら
に
、
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
は
場
所
と
人
び
と
を
自
己
変
革
さ
せ
る
こ
と
で
新
た

な
経
済
的
空
間
と
主
体
を
生
み
出
し
、
学
習
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
恒
常
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
際
競
争
力
の
探
求
を
維
持
さ
せ
る
と

い
う
特
性
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
す
）
31
（

る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
は
自
国
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
北
欧
諸
国
な
ど

「
小
さ
い
国
」
の
ラ
ン
キ
ン
グ
と
比
較
し
て
い
）
32
（
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
設
立
背
景
を
説
明
し
た
文
書
で
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
イ
、
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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
観
光
客
の
誘
致
や
国
家
の
国
際
的
認
識
度
向
上
の
た
め
に
投
資
を
お
こ

な
っ
て
お
り
、
他
国
が
さ
ら
な
る
努
力
を
重
ね
て
い
る
（setting up their gam
e

）
な
か
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
も
ギ
ア
を
切
り
替
え
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
認
識
が
示
さ
れ
て
い
）
33
（
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
サ
イ
モ
ン
・
ア
ン
ホ
ル
ト
は
自
ら
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
必
要
性
・
有
益
性
を
主
張
す
る
書
籍
を
著

す
と
と
も
に
、
学
術
誌
と
い
う
専
門
知
識
生
産
の
場
を
創
設
し
た
。
さ
ら
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
指
標
と
い
う
評
価
基
準
を
確
立
す

る
こ
と
で
、
い
わ
ば
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
「
制
度
化
」
を
進
め
て
き
た
。
こ
こ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ

ラ
ン
ド
指
標
は
他
国
・
他
者
に
よ
る
評
価
を
把
握
し
、
他
国
と
の
相
対
的
な
位
置
関
係
を
比
較
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
国
際
競
争
力
の

探
求
を
持
続
さ
せ
る
と
い
う
特
性
を
も
つ
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
含
め
、
各
国
が
挙
っ
て
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
践
す
る

要
因
の
ひ
と
つ
は
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
徐
々
に
「
制
度
化
」
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

う
な
特
性
を
も
つ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
指
標
が
そ
う
し
た
制
度
化
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　

二
〇
二
一
年
か
ら
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
指
標
の
評
価
対
象
国
が
五
〇
か
国
か
ら
六
〇
か
国
へ
と
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
点
を
踏

ま
え
る
と
、
今
後
も
人
材
・
投
資
等
の
誘
致
を
め
ぐ
る
国
際
競
争
を
優
位
に
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
は
広
く
実
践
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

五　
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
今
だ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
戦
略

　

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
指
標
の
利
用
は
他
国
（
の
人
び
と
）
か
ら
の
評
価
の
観
察
を
可
能
に
す
る
。
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
評
価
が
相
対
的
に
高
い
の
は
ア
メ
リ
カ
や
英
連
邦
国
家
で
あ
）
34
（

る
。
そ
れ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
と

さ
れ
る
人
び
と
が
多
く
暮
ら
す
地
域
で
も
あ
る
。
以
下
で
論
じ
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
七
年
第
三
回
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
少
数
与
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党
に
な
っ
て
以
降
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
は
独
自
の
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
理
解
に
も
と
づ
い
て
、
こ
れ
ま
で
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
と
の
関
係
を
構

築
す
る
た
め
の
戦
略
を
講
じ
て
き
た
。
そ
し
て
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
を
対
象
者
に
据
え
、
さ
ら
な
る
人
材
・

投
資
の
拡
大
を
企
図
し
て
い
）
35
（
る
。

㈠　

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
捉
え
方
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
史
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
ト
ム
・
デ
ヴ
ァ
イ
ン
ら
の
研
究
が
示
す
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
出
移
民
の
歴
史

を
も
ち
、
国
外
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
の
つ
な
が
り
を
も
つ
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
が
数
多
く
存
在
し
て
い
）
36
（

る
。
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
法
に
よ
っ
て
、
多
く
の
政
策
領
域
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
立
法
権
の
移
譲
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
、
制
約
が
あ
る
と
は
い
え

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
と
の
つ
な
が
り
を
結
ぶ
独
自
の
政
策
展
開
が
可
能
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
に
樹
立
さ
れ
た

Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
に
よ
る
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
へ
の
ま
な
ざ
し
は
、『
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
戦
略

―
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
見
識
と
教
）
37
（

訓
』、『
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
へ
の
取
組
み

―
合
理
性
・
利
益
・
挑
）
38
（

戦
』、
そ
し
て
『
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
取
組
み
計

画

―
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
国
際
的
な
家
族
へ
の
働
き
か
）
39
（

け
』
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
ら
れ
の
文
書
を
読
み
解
い
て
い
く
前
提

と
し
て
、「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
の
捉
え
方
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

ロ
ジ
ャ
ー
ズ
・
ブ
ル
ベ
イ
カ
ー
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
学
術
的
研
究
や
メ
デ
ィ
ア
で
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
い
う
語
が
流
布
し
は

じ
め
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
現
象
、
つ
ま
り
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
い
う
語
の
意
味
の
拡
散
が
生
じ

た
。
元
来
「
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
」
と
い
う
概
念
と
関
連
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
が
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
典
型
例
と
さ
れ
て
い
た
の
が
、
次
第
に
遠
隔
地

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
や
労
働
移
民
な
ど
の
移
住
者
に
も
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
い
う
語
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
離
散
」
と
い
う
特
徴
か

ら
移
民
・
難
民
、
国
外
居
住
者
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
幅
広
い
集
団
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
も
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
い
う
語
が
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
。「「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
と
い
う
論
文
タ
イ
ト
ル
の
含
意
は
こ
の
点
に
あ
）
40
（

る
。
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デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
い
う
語
の
拡
散
が
生
じ
て
い
る
も
の
の
、
ブ
ル
ベ
イ
カ
ー
は
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
を
構
成
す
る
中
核
的
な
要
素
を
三
つ
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
見
解
を
示
す
。
そ
れ
は
㈠
特
定
の
場
所
か
ら
の
離
散
、
㈡
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
へ
の
志
向
、
㈢
境
界
の
維
持

（boundary-m
aintenance

）
で
あ
）
41
（
る
。
こ
う
し
た
特
徴
を
備
え
た
グ
ル
ー
プ
を
想
定
し
て
人
び
と
が
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
い
う
語
を
用
い
る

と
ブ
ル
ベ
イ
カ
ー
は
理
解
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
ブ
ル
ベ
イ
カ
ー
の
主
張
の
要
諦
は
別
に
あ
り
、
そ
れ
は
グ
ル
ー
ピ
ズ
ム
を
避
け
る
た
め
に
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
を
実
体
と
み
な
す

の
で
は
な
く
実
践
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
理
解
す
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
は
実
践
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
、

特
定
の
要
求
を
お
こ
な
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
と
め
、
期
待
を
形
成
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
動
員
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
の
だ
と
い
）
42
（

う
。

　

以
下
で
は
、
こ
う
し
た
理
解
の
仕
方
を
踏
ま
え
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
と
は
誰
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
何
か
と

い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
を
見
つ
け
る
と
い
う
よ
り
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
が
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
を
独
自
に
類
型
化
し
、
特
定
の

「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
施
し
役
割
を
あ
て
が
う
こ
と
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
「
デ
ィ
ア
ス
ポ

ラ
」
を
構
成
し
て
い
く
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

㈡　
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
の
細
分
化
と
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
間
の
移
動
へ
の
関
与

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
に
関
す
る
研
究
で
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
は
誰
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

特
徴
を
も
つ
の
か
と
い
う
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
現
代
の
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
デ
ィ
ア
ス
ポ
）
43
（

ラ
』
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
サ
フ
ラ
ン
や
ロ
ビ
ン
・
コ
ー
エ
ン
の
研
）
44
（

究
に
お
け
る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
特
徴
づ
け
や
類
型
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
⑴
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
か
ら
二
つ
以
上
の
国
外
へ
の
集
団
離
散
、
⑵
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
の
記
憶
の
保
持
、
⑶
ホ
ス
ト
社
会
で
の
完
全
な
受

け
入
れ
は
な
い
と
い
う
こ
と
へ
の
信
念
、
⑷
将
来
の
帰
還
の
場
と
し
て
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
の
理
想
化
、
⑸
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
の
維
持
・
復
元

へ
の
取
組
み
、
⑹
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
と
の
継
続
的
な
関
係
と
い
う
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
特
有
の
要
素
で
あ
り
、
ａ
．
犠
牲
者
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
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（victim
 diaspora

）、
ｂ
．
労
働
、
ｃ
．
帝
国
、
ｄ
．
通
商
、
ｅ
．
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
／
脱
領
土
と
い
う
分
類
で
あ
る
。
リ
ー
ス
と
シ
ム
に
よ

れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
は
犠
牲
者
、
労
働
、
帝
国
、
あ
る
い
は
通
商
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
に
属
す
）
45
（

る
。

　

政
府
文
書
で
も
先
行
研
究
に
お
け
る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
特
性
や
分
類
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、『
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
取
組
み
計

画
』
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
に
つ
い
て
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
の
つ
な
が
り
の
維
持
を
希
望
す
る
世
界
中
の
人
び
と
」

と
定
義
と
は
呼
び
が
た
い
定
義
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
）
46
（

に
、
政

府
は
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
概
念
を
拡
張
し
、
独
自
に
多
様
な
「
デ
ィ
ア
ス

ポ
ラ
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
け
て
い
る
。

　
『
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
へ
の
取
組
み

―
合
理
性
・
利
益
・
挑
）
47
（
戦
』
で
は

「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
は
以
下
の
よ
う
に
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

㊀
生
活
経
験
の
あ
る
（lived

）
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
、
㊁
祖
先
型
デ
ィ
ア

ス
ポ
ラ
、
㊂
親
和
的
（affinity

）
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
、
㊃
リ
バ
ー
ス
・

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
、
㊄
帰
還
（returning

）
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
、
㊅

ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
㊀
は
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
生
ま
れ
の
人
あ
る
い
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
就
業
・
就
学
経

験
の
あ
る
人
、
㊁
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
祖
先
を
も
つ
人
や
生
活

経
験
の
あ
る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
子
孫
、
㊂
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人

び
と
・
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
家
族
や
友
人
、
観
光
・
短
期
滞
在
経
験
の

あ
る
人
、
㊃
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
新
た
に
移
住
し
て
き
た
人
、
㊄

は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
戻
っ
て
き
た
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
、
㊅
は
海
外
移

国内 国外

スコットランドの
入口

ニュー・
ディアスポラ

生活経験のある
ディアスポラ

生活経験のある
ディアスポラ

強いつながり

弱いつながり

リバース・
ディアスポラ

帰還
ディアスポラ 国外人口

国内

図４　ディアスポラ・グループ間の移動

出典：  Rutherford, Alasdair, 2009, Engaging the Scottish Diaspora: 
Rationale, Benefits and Challenges, Edinburgh: Scottish 
Government, p. 7, Figure 2 を一部修正
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住
を
計
画
し
て
い
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
間
の
移
動
は
図
４
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
図
の
タ
イ
ト
ル
が
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
移
動
」
で
は
な

く
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
・
グ
ル
ー
プ
間
（betw

een

）
の
移
動
」
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
カ

テ
ゴ
リ
ー
は
流
動
的
で
あ
り
、
例
え
ば
「
親
和
的
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
就
学
・
就
業
す
れ
ば
「
リ
バ
ー
ス
・
デ
ィ
ア

ス
ポ
ラ
」
や
「
生
活
経
験
の
あ
る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
と
認
識
さ
れ
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
し
、
政
府
は
む
し
ろ
カ
テ
ゴ
リ
ー
間
の
移
動
に
関

与
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

実
際
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
は
従
前
か
ら
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
づ
く
り
や
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
・
グ
ル
ー
プ
間
の
移
動
」
を
目
的
と
し
た
政
策

を
施
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
協
賛
機
関
と
な
る
観
光
局V

isitScotland

は
、
二
〇
〇
九
年
に
「
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
、「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
再
接
続
す
る
こ
と
に
加
え
て
、「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
と
の

長
期
的
な
関
わ
り
の
た
め
の
遺
産
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
年
間
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
）
48
（
た
。
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
た

二
〇
一
四
年
に
も
、
ふ
た
た
び
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
帰
郷
」（H

om
ecom

ing Scotland

）
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
年
間
イ
ベ
ン
ト

が
設
け
ら
れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
ひ
と
つ
は
「
祖
先
」（ancestry

）
で
あ
り
、
氏
族
集
会
や
家
系
を
調
査
す
る
イ
ベ
ン

ト
が
用
意
さ
れ
、「
祖
先
型
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
や
「
親
和
的
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
が
対
象
者
に
挙
げ
ら
れ
て
い
）
49
（

た
。

　

以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て
も
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
へ
の
取
組
み
は
継
承
さ
れ
て
お
り
、「
デ
ィ
ア
ス

ポ
ラ
」
は
潜
在
的
な
人
材
・
投
資
者
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
客
体
と
し
て
の
み
で
な
く
、
新
た
な
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
の
構
成
や

「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
間
の
移
動
を
促
進
す
る
主
体
と
し
て
も
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
と
協
同
機
関
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
媒
介
に
す
る
こ
と
で
、「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
の
さ
ら
な
る
構
成
に
よ
る
人
材
・
投
資
の
拡
大
の
連
鎖
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
作
用
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。



スコットランドのネーション・ブランディング

17

㈢　
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
今
だ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
け
る
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
へ
の
ま
な
ざ
し

　

第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
サ
イ
ト
で
は
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
写
真
や
動
画
を
共
有

す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
情
報
公
開
法
に
も
と
づ
い
て
公
開
さ
れ
た
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
構
想
段
階
の
文
書
に
目
を
通
す
と
、

「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
共
有
主
体
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
）
50
（
る
。
文
書
内
で
は
、
旅
行
者
・
留
学
生
・
就
労

者
・
投
資
の
呼
び
込
み
を
目
的
と
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
り
手
・
受
け
手
が
、
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
・
賛
同
者
（advocate

）・
影
響
者
・
末
端

の
対
象
者
に
区
分
さ
れ
、
賛
同
者
に
は
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
運
び
屋
と
し
て
の
役
割
が
あ
て
が
わ
れ

て
い
る
。

　

先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
首
席
大
臣
の
ニ
コ
ラ
・
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
は
「
こ
れ
ま
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
生
活
・
就
業
・
就
学
・
訪
問
・

投
資
し
て
き
た
人
び
と
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
っ
て
い
く
」
こ
と
も
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ぺ
ー
の
一
部
で
あ
る
と
述
べ
て
い

た
。「
こ
れ
ま
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
生
活
・
就
業
・
就
学
・
訪
問
・
投
資
し
て
き
た
人
び
と
」
は
、
政
府
文
書
で
は
従
来
「
生
活
経
験

の
あ
る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
と
分
類
さ
れ
て
き
た
人
び
と
で
あ
る
。「
生
活
経
験
の
あ
る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
は
「
親
和
的
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」

づ
く
り
や
「
親
和
的
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
を
「
リ
バ
ー
ス
・
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
へ
と
移
行
さ
せ
る
な
ど
、「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
・
グ
ル
ー
プ
間

（betw
een

）
の
移
動
」
に
介
在
す
る
主
体
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
え
）
51
（
る
。

　

本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
一
八
年
四
月
の
立
ち
上
げ
以
降
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら

の
独
立
を
視
野
に
入
れ
た
経
済
成
長
戦
略
に
関
す
る
政
策
文
書
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
貿
易
拡
大
と
経
済
成

長
に
関
す
る
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

―
貿
易
ネ
ー
シ
ョ
）
52
（
ン
』
や
人
口
動
態
の
社
会
・
経
済
的
影
響
を
ま
と
め
た
『
将
来
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド

―
人
口
変
動
の
好
機
と
挑
）
53
（

戦
』
と
い
う
政
策
文
書
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
文
書
で
も
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
は
「
デ
ィ

ア
ス
ポ
ラ
」
の
さ
ら
な
る
構
成
を
担
う
主
体
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
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ま
ず
、
輸
出
拡
大
戦
略
を
提
示
す
る
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

―
貿
易
ネ
ー
シ
ョ
ン
』
で
は
、「
デ
ィ

ア
ス
ポ
ラ
」
が
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
依
拠
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
促
進
活
動
を
お
こ
な
う
こ
と

や
他
国
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
の
貿
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
て

い
）
54
（
る
。
ま
た
、
一
見
す
る
と
貿
易
と
は
関
連
が
な
い
も
の
の
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
介
し
た
留
学

生
の
取
り
込
み
も
輸
出
拡
大
戦
略
の
ひ
と
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
の
卒
業
生
が
情
報
発
信
や
さ
ら
な
る
留
学
生
の
勧
誘
、
そ
し
て
貿
易
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
寄
与
す
る
存
在
と
み
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
）
55
（

る
。

　

輸
出
拡
大
の
み
で
な
く
労
働
人
口
増
大
戦
略
に
お
い
て
も
政
府
に
よ
る
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
へ
の
ま

な
ざ
し
を
確
認
で
き
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
か
ら
欧
州
各
国
や
イ
ギ
リ

ス
内
の
他
地
域
よ
り
高
齢
化
が
早
く
進
行
す
る
と
す
る
人
口
動
態
の
調
査
結
果
を
受
け
て
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
に
お
け
る
大
学
の
学
位
取
得
後
の
就
労
ビ
ザ
の
導
入
な
ど
、
労
働
年
齢
人
口
増
大
を
図
る
政
策

を
案
出
し
て
き
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
も
年
金
制
度
の
維
持
や
税
収
入
へ
の
貢
献
を
期
待
し
、
労
働
年
齢
人

口
増
大
を
持
続
可
能
な
経
済
成
長
と
い
う
一
大
目
標
に
向
け
た
不
可
欠
の
条
件
と
捉
え
て
い
る
。
二
〇

二
一
年
に
発
表
さ
れ
た
『
将
来
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

―
人
口
変
動
の
好
機
と
挑
戦
』
で
注
視
さ
れ
て

い
る
の
が
、
全
世
界
に
推
計
五
千
万
人
存
在
す
る
と
さ
れ
る
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
で
あ
り
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
介
し
て
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
移
住
・
就
学
・
就
労
を
促
進

す
る
こ
と
が
戦
略
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
貿
易
ネ
ー
シ
ョ
ン
』
に
お
け
る
認
識
と

同
様
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
就
学
経
験
者
は
さ
ら
な
る
人
材
の
招
致
を
担
う
主
体
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
）
56
（
る
。

表１　出移民国家の類型

ディアスポラの形成

あり なし

ディアスポラの統合
あり 従事 不整合

なし 紙上のみ 非関与

出典： Gamlen, Alan, 2008, “The Emigration State and the Modern Geopolitical Imagination”, 
Political Geography, 27（8）, p. 852, Figure 1.
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こ
こ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
に
よ
る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
へ
の
取
組
み
を
表
１
に
示
さ
れ
る
ガ
ム
レ
ン
に
よ
る
出
移

民
国
家
の
類
型
に
当
て
は
め
る
と
、
在
外
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
に
対
し
て
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
選
挙
権
付
与
を
提
言
し
、「
デ
ィ
ア
ス

ポ
ラ
」
の
帰
還
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
補
助
制
度
（Em

igrant Support Program
m
e

）
の
構
築
と
い
っ
た
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
「
統

合
」
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
は
異
な
）
57
（
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
に
よ
る
取
組
み
は
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
「
形
成
」
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
段
階
だ
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
違
い
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
国
家
で
は
な
く
、
移
民
受
入
れ
政
策
や
国
籍
法
制
定
に

対
す
る
権
限
が
中
央
に
留
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

六　

む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
、
は
じ
め
に
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
設
立
背
景
や
人
材
・
投
資
の
流
れ
を
引
き
込
む
と
い
う
目
的
、
そ
し
てScotland.

org

と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
依
拠
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
と
い
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
た
。
そ
の
う
え
で
、

前
節
で
は
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
経
済
成
長
や
経
済
的
自
立
を
実
現
す
る
た
め
の
政
策
枠
組
み
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
受
け
手
だ
け
で
は
な
く
、「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
の
さ
ら
な
る
構
成
を

促
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
ヒ
ト
・
カ
ネ
の
誘
致
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
の
貿
易
拡
大
を
担
う
主
体
と
し
て
も
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
前
節
で
取
り
上
げ
た
政
府
文
書
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
を
視
野
に
入
れ
た
経
済
戦
略
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
経
済
的
な
国
際
競
争
力
の
向
上
の
ほ
か
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
を
正
当
化
す
る
た
め
の

「
経
済
的
自
立
」
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。

　

本
稿
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
今
後
の
課
題
は
お
も
に
二
点
あ
る
。
ま
ず
は
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
「
効
果
」
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
に
よ
る
送
金
・
投
資
、
貿
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
帰
還
移
民
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
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展
開
は
特
異
な
現
象
で
は
な
い
）
58
（
が
、
良
質
な
デ
ー
タ
の
不
足
も
指
摘
さ
れ
て
お
）
59
（
り
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
に
よ

る
就
学
・
就
労
・
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
拡
大
と
の
相
関
関
係
、
ま
し
て
や
因
果
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
は
難
題
だ
と
い
え
る
。

　

仮
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
十
分
な
効
果
が
見
込
め
な
い
場
合
に
）
60
（
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
は
そ
の
あ
り
方
や
政
策
に
お
け
る
位
置
づ
け
の
再
考
を

迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
独
立
を
見
据
え
た
経
済
成
長
戦
略
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
独
立
正
当
化
の
た
め
に
要
請
さ
れ
る
「
経
済
的
自
立
」
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
た
め
な

お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
実
践
方
法
に
関
す
る
専
門
知
識
の
生
産
が
進
み
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
の
評
価
基
準
が
確
立
さ
れ

る
こ
と
で
、
人
材
や
投
資
の
招
致
を
め
ぐ
る
国
際
競
争
へ
の
取
組
み
と
し
て
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
「
制
度
化
」
は
進
展
し

て
お
り
、
他
国
が
続
け
る
以
上
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
も
独
自
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
続
け
る
と
い
う
状
態
は
存
続
し
て
い
く

と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
う
一
つ
の
課
題
は
以
下
に
あ
る
。
本
稿
は
下
位
国
家
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
政
策

に
関
す
る
数
少
な
い
事
例
研
究
で
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
い
う
単
一
事
例
研
究
で
得
ら
れ
た
知
見
を
一
般
化
す

る
た
め
に
は
、
他
の
下
位
国
家
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
の
比
較
研
究
を
お
こ
な
い
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
移
譲
さ
れ
た
権
限
や
政
権
を
担
う
地
域
政
党

に
よ
る
政
治
的
立
場
の
違
い
が
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
へ
の
取
組
み
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
を
検

証
し
、
下
位
国
家
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
政
策
の
収
斂
・
分
岐
を
生
む
要
因
を
解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
）
61
（
る
。

付
記

本
稿
は
未
公
刊
の
博
士
論
文
の
一
部
を
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）  

以
下
の
文
書
を
参
照
。Sustainable G

row
th Com

m
ission, 2018, Scotland - The N

ew Case for O
ptim

ism
: A

 Strategy for Inter-
G
enerational Econom

ic Renaissance, Edinburgh: Sustainable G
row

th Com
m
ission. Scottish G

overnm
ent, 2019, A

 Trading  
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N
ation: A

 Plan for G
row

ing Scotland

’s Exports, Edinburgh: Scottish G
overnm

ent. Scottish G
overnm

ent, 2020, Scotland

’s  
Inw

ard Investm
ent Plan: Shaping Scotland

’s Econom
y, Edinburgh: Scottish G

overnm
ent. Scottish G

overnm
ent, 2021, A

  
Scotland for the Future: The O

pportunities and Challenges of Scotland

’s Changing Population, Edinburgh: Scottish Governm
ent.

（
2
）  Kaneva, N

adia, 2021, 

“Nation Branding in the Post-Com
m
unist W

orld: Assessing the Field of Critical Research

”, N
ationalities 

Papers, 49

（5

）: p. 798. 

ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
歴
史
の
「
浅
さ
」
に
関
し
て
は
論
争
が
あ
る
。
そ
う
し
た
論
争
と
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
歴
史
的
発
展
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。V

iktorin, Carolin ed., 2018, N
ation Branding in M

odern 
H
istory, N

ew
 York: Berghahn Books.

（
3
）  

例
え
ば
以
下
を
参
照
。Anholt, Sim

on, 2007, Com
petitive Identity: The N

ew Brand M
anagem

ent for N
ations, Cities and Regions, 

London: Palgrave M
acm

illan. O
lins, W

ally, 2002, 

“Branding the N
ation: The H

istorical Context

”, Journal of Brand M
anagem

ent, 
9 （4 -5

）: pp. 241 -248. 

（
4
）  

例
え
ば
以
下
を
参
照
。Aronczyk, M

elissa, 2013, Branding the N
ation: The G

lobal Business of N
ational Identity, O

xford: O
xford 

U
niversity Press. A

ronczyk, M
elissa, 2018, 

“Nation Branding: A
 Tw

enty-First Century Tradition

”, in Carolin V
iktorin ed.,  

N
ation Branding in M

odern H
istory, O

xford: Berghahn Books, pp. 231 -242. Brow
ning, Christopher S. and Antonio Ferraz de 

O
liveira, 2017, 

“Introduction: N
ation Branding and Com

petitive Identity in W
orld Politics

”, G
eopolitics, 22

（3

）: pp. 481 -501. 
Kaneva, N

adia, 2011, 

“Nation Branding: Tow
ard an Agenda for Critical Research

”, International Journal of Com
m
unication, 5: 

pp. 117 -141. Kaneva, N
adia, 2021, 

“Nation Branding in the Post-Com
m
unist W

orld: Assessing the Field of Critical Research

”, 
N
ationalities Papers, 49

（5

）: pp. 797 -807. G
oogle Scholar

で
タ
イ
ト
ル
にnation branding

を
含
む
文
献
を
検
索
す
る
と
、
二
〇
〇
〇

年
以
前
は
三
本
、
二
〇
〇
一
―
〇
五
年
六
一
本
、
二
〇
〇
六
―
一
〇
年
三
〇
四
本
、
二
〇
一
一
―
一
五
年
四
五
一
本
、
二
〇
一
六
―
二
〇
年
の
五

年
間
で
は
六
五
五
本
の
文
献
が
検
索
さ
れ
る
。

（
5
）  Kaneva, N

adia, 2011, 

“Nation Branding: Tow
ard an Agenda for Critical Research

”, International Journal of Com
m
unication, 

5: p. 118.

（
6
）  M

ordhorst, M
ads, 2019, 

“Nation Branding and N
ationalism

”, in Stefan Berger and Thom
as Fetzer eds., N

ationalism
 and the 

Econom
y: Explorations into a N

eglected Relationship, N
ew

 York: Central European U
niversity Press, p. 194.

（
7
）  Bolin, G

öran and Per Ståhlberg, 2021, 

“The Pow
erPoint N

ation: Branding and Im
agined Com

m
odity

”, European Review,  
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29

（4

）: pp. 445 -456.

（
8
）  Aronczyk, M

elissa, 2018, 

“Nation Branding: A Tw
enty-First Century Tradition

” in Carolin V
iktorin ed., N

ation Branding in 
M

odern H
istory, O

xford: Berghahn Books, p. 234.
（
9
）  Freire, João ed.,2021, N

ation Branding in Europe, M
ilton: Routledge.

（
10
）  M

alcolm
, Allan, 2021, 

“United Kingdom

”, in João Freire ed., N
ation Branding in Europe, M

ilton: Routledge, p. 26.

（
11
）  D

innie, Keith, 2008, N
ation Branding: Concepts, Issues, Practice, O

xford: Butterw
orth-H

einem
ann 

（
＝
二
〇
一
三
、
林
田
博

光
・
平
澤
敦
（
監
訳
）『
国
家
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

―
そ
の
概
念
・
論
点
・
実
践
』
中
央
大
学
出
版
部
）.

（
12
）  G

am
len, Alan et al., 2019, 

“Explaining the Rise of D
iaspora Institutions

”, Journal of Ethnic and M
igration Studies, 45

（4

）: 
pp. 492 -516.

（
13
）  H

o, Elaine L. E. and Fiona M
cConnell, 2019, 

“Conceptualizing 

‘Diaspora D
iplom

acy

’: Territory and Populations betw
ixt the 

D
om

estic and Foreign
”, Progress in H
um

an G
eography, 43

（2

）: pp. 235 -255.

（
14
）  Kennedy, Liam

 ed., 2022, Routledge International H
andbook of D

iaspora D
iplom

acy, N
ew

 York: Routledge.

（
15
）  Scottish G

overnm
ent, 2015, Scotland

’s Econom
ic Strategy, Edinburgh: Scottish G

overnm
ent, p. 9.

（
16
）  Scottish G

overnm
ent, 2017, Scotland

’s International Fram
ework, Edinburgh: Scottish G

overnm
ent.

（
17
）  Scotland Is N

ow, 2020, Creative G
uidelines 

（https://s3.am
azonaw

s.com
/pro.brandkit.io/accounts/scotlandisnow

/statics/
Scotland_Is_N

ow
_-_CREATIV

E_G
U
ID

ELIN
ES_v17_9.pdf　

二
〇
二
二
年
八
月
一
日
最
終
閲
覧
）.

（
18
）  Anholt, supra note 3, p. 1.

（
19
）  

以
下
の
サ
イ
ト
（https://w

w
w.scotland.org/m

ore-info/toolkit　

二
〇
二
二
年
八
月
一
日
最
終
閲
覧
）
を
参
照
。

（
20
）  

国
際
政
治
学
研
究
者
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
ら
の
見
解
で
は
、
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
「
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
・
エ
コ

ノ
ミ
ー
」
時
代
特
有
の
実
践
で
あ
る
。Brow

ning and de O
liveira, supra note 4. 

経
済
学
者
の
ジ
ャ
ン
・
テ
ィ
ロ
ー
ル
が
述
べ
る
に
は
、「
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
出
現
で
、
デ
ー
タ
の
輸
送
コ
ス
ト
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
」
な
り
、「
入
手
可
能
な
品
物
の
目
録
は
い
ま
や
無
限
大
」
で
あ
り
、
現
在
で

は
「
好
み
の
も
の
を
見
つ
け
る
の
に
時
間
と
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
、
つ
ま
り
注
意
や
関
心
を
ど
う
配
分
す
る
の
が
最
も
効
率
的
か
、
と
い
う
こ
と
に
誰

も
が
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
」。Tirole, Jean, 2016, Économ

ie du Bien Com
m
un, Paris: Presses U

niversitaires de France. 

（
＝
二
〇
一

八
、
村
井
章
子
（
訳
）『
良
き
社
会
の
た
め
の
経
済
学
』
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
四
二
〇
頁
）. 

Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
責
任
者
は
、「
世
界
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の
関
心
を
ひ
き
、
私
た
ち
に
対
す
る
誤
認
識
を
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
成
功
に
向
か
っ
て
い
る
」
と
語
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
評
価
を
高

め
人
材
・
投
資
の
国
際
競
争
を
優
位
に
進
め
る
と
い
う
目
的
の
前
提
と
し
て
、
人
び
と
の
関
心
を
ひ
く
こ
と
の
重
要
性
を
認
め
て
い
る
。D

oyle, 
Anne, 2018, 

“A Conversation w
ith Cat Leaver, D

irector of N
ew

ly Created Brand Scotland #ScotlandIsN
ow

”, BIM
A
, 2018 D

ec 
20 

（https://bim
a.co.uk/a-conversation-w

ith-cat-leaver-director-of-new
ly-created-brand-scotland-scotlandisnow

/　

二
〇
二
二
年

八
月
一
日
最
終
閲
覧
）.

（
21
）  Scottish G

overnm
ent, 2018, 

“Global Cam
paign Takes Scotland to the W

orld

”, Scottish G
overnm

ent, 2018 April 11 （https://
w
w
w.gov.scot/new

s/global-cam
paign-takes-scotland-to-the w

orld/　

二
〇
二
二
年
八
月
一
日
最
終
閲
覧
）.

（
22
）  Scottish N

ational Party, 2021, SN
P M

anifesto 2021: Scotland

’s Future, Scotland

’s Choice, Edinburgh: Scottish N
ational Party, 

p. 52.

（
23
）  

マ
ー
ク
の
作
成
に
携
わ
っ
た
広
告
会
社
の
サ
イ
ト
を
閲
覧
す
る
と
、
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
26
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
）
が
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
開
催
さ
れ
る
の
に
あ
わ
せ
て
、
公
共
交
通
機
関
・
タ
ク
シ
ー
、
駅
舎
や
競
技
場
な
ど
至
る
所
に
マ
ー
ク
が
あ
し
ら
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
以
下
の
サ
イ
ト
（https://leith.co.uk/w

ork/a-new
-brand-identity-for-scotland　

二
〇
二
二
年
八
月
二
日
最
終

閲
覧
）
を
参
照
。

（
24
）  Fogarty, H

elen, 2010, The A
nholt G

FK-Roper N
ation Brands Index: Sum

m
ery Report for Scotland 2010, Edinburgh: Scottish 

G
overnm

ent, p. 9.

（
25
）  

二
〇
二
〇
年
か
ら
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
も
評
価
対
象
国
に
含
ま
れ
て
い
る
。

（
26
）  Larner, W

endy and Richard Le H
eron, 2004, 

“Global Benchm
arking: Participating 

‘At a Distance

’ in the Globalizing Econom
y

”, 
in W

endy Larner and W
illiam

 W
alters eds., G

lobal G
overnm

entality: International Spaces, London: Routledge, p. 214. 

（
27
）  Fogarty, supra note 24, p. 7.

（
28
）  Fogarty, supra note 24.

（
29
）  Ibid., p. 21.

（
30
）  Larner and Le H

eron, supra note 26, p. 214 and 219.

（
31
）  Ibid., p. 215. 

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
で
著
名
な
リ
ア
・
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ル
ド
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
本
質
を
理
解
す
る
の
た
め
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
競
争
力
」（com

petitiveness

）
に
あ
る
と
す
る
。Greenfeld, Liah, 2016, Advanced Introduction to N

ationalism
, Cheltenham

: 
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Edw
ard Elgar, p. 5. 

国
際
「
競
争
力
」
の
獲
得
を
目
的
と
し
た
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
ひ
と
つ
の
あ
り
方
で

あ
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
指
標
は
「
競
争
力
」
へ
の
探
究
を
喚
起
・
継
続
さ
せ
る
こ
と
を
操
導
す
る
装
置
だ
と
理
解
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。

（
32
）  Fogarty, supra note 24, p. 22.

（
33
）  Scotland Is N

ow, 2018, M
edia Briefing D

ocum
ent for the Launch of the N

ew Brand for Scotland, p. 4 （https://w
w
w.gov.scot/

binaries/content/do cum
ents/govscot/publications/foi-eir-release/2018/05/foi-18-01127/docu m

ents/dd7e5f98-4e69-486f-abd3-
6fc6c057c893/dd7e5f98-4e69-486f-abd3-6fc 6c057c893/govscot%

3Adocum
ent　

二
〇
二
二
年
八
月
一
日
最
終
閲
覧
）.

（
34
）  Scottish G

overnm
ent, 2021, The A

nholt-Ipsos N
ation Brands IndexSM

: 2020 Report for Scotland, Edinburgh: Scottish  
G
overnm

ent, p. 5.

（
35
）  

た
だ
し
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
者
は
か
な
ら
ず
し
も
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
」
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
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